
みんなの居久根ワークショップ報告

●開催日時：平成 26 年 9月 5日（金）　18:30～20:30
●会場：仙台市市民活動サポートセンター　６Fセミナーホール
●参加者：27 名（居久根所有者、復興活動支援者など含む）
●オブザーバー：仙台市百年の杜推進課、河北新報社

●主催：特定非営利活動法人 都市デザインワークス
●後援：仙台市
●助成：宮城県「みやぎ地域復興支援助成金」

第二回 居久根再生の関わり方～現在の居久根を参考に～

https://www.facebook.com/minnanoigunefacebookで発信中！

●プログラム
　▶前半：居久根のある暮らしを知る
　　　　①「居久根のある暮らしとは？」大崎市古川 /大友さん、太白区柳生 /阿部さん
　　　　②各地区の状況概説 /調査概説：都市デザインワークス
　　　　③モデル地区の概要説明：吉田祐也さん
　　　　
　▶後半：グループワーク
　　　　前半のレクチャーを踏まえ、南蒲生の吉田さん宅をモデルに居久根再生への取り組みや
　　　　その関わり方などのアイディアを意見交換
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・ 30 年後の居久根

・ 時間を意識する。すぐ、5年、10 年、20 年、30 年

・ 春夏秋冬

・ 所有者の視点と、地域・市民の視点

・ 植える、育てる、楽しむ、支える

・かつて畑で、現在は使っていない場所があるので、大きな木（シンボルツリー）をつくりたい。

　大きな木を持ってきて植えるのではなく、木が育っていく過程を楽しみたい。

・今年はその場所にひまわりの種をまいた。夏にひまわりが沢山咲いてきれいだった。

・庭が隣のお宅の子どもの遊び場になっている。南蒲生地区には公園がないので、子どもたちが

遊べる場所を作りたい。大きな木を植えても、子どもたちの野球用のスペースは確保したい。

・津波によって倒れた木を、チェーンソーアートの材料に使い、家の入り口に飾っている。

グループワークにあたっての５つの視点＊吉田さんの想い

A　吉田さん宅の庭。子どもたちが野球をしに訪れる。ひまわり畑になっている場所に、大きな木を植えたい。
子どもの遊び場

周辺でも住宅を再建している

シンボルツリーを植えたいシンボルツリーを植えたいシンボルツリーを植えたい

C　チェーンソーアートのフクロウB　津波にも耐えた柿の木。鳥が沢山やってくる。

モデル植樹候補地　南蒲生の吉田さん宅 2
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・震災でなくなった生け垣をつくる
　-  美観を大切にする
　-  香りを感じるものはどうか
　-  生け垣を桑にしてみんなが実を
食べに来るようにする

２．生け垣をつくる
６．子どもの遊び場をつくる
・ 子どもが触れられて、掘ったりもでき
る地面を残す

・ 居久根の秘密基地を作る
・ 思いきって大きな池・水辺を作る
・居久根オアシス、居久根ビオトープ

・のこぎりやかなずちを使って町の家具をつくる・のこぎりやかなずちを使って町の家具をつくる
・とりあえずイスやテーブルなどを置いてみる・とりあえずイスやテーブルなどを置いてみる

４．（今あるもので）つくる

５．落ち葉・間伐材を利用する３．果樹を植える、育てる、食べる
・みんなで柿をとって干し柿をつくる

・実が食べられる果樹（イチジクや柿）をたくさん植える
・ お茶の木を植えて、葉を天ぷらにする
・畑を活かす。居久根レストランをつくる

・地域のシンボルツリーになるような木を植える
　-  津波で土が流されたのであれば、土を入れるところから始める
　-  近所の人や都市部の人（外部の人）に一緒に植えてもらう
　-  何を植えるかみんなで考える
・吉田家の記念樹を植える
　-  子どもが生まれたときなどに植える。子どもと共に成長する

・大人も子どももつどえる居久根広場に
　-  毎年繰り返し集まるイベントを行い、
完成していく過程を見る
　-  イベントを近所の人と開催する　
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・肥料や燃料として利用する　
　-  薪をつくり、薪ストーブを使う
・落ち葉を迷惑と思う人の意識改革も必要
　-  落ち葉で遊ぶ
　-  地域の雨どい掃除や落ち葉対策を
　　子ども会のイベントにする

１．シンボルツリーを植える、育てる

・のこぎりやかなずちを使って町の家具をつくる
・とりあえずイスやテーブルなどを置いてみる

すぐ実践できること 30年後までにできること

吉田さん宅における みんなの居久根のイメージ（グループワークより作成） 3

<吉田ファミリーと樹木の 30年 ( 勝手案 ) >
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＜関わり方＞

＜場のつくりかた・将来像＞

＜従来の役割を再考する・活かす＞

＜居久根の新たな価値＞

＜植える・つくる＞

＜多様な「関わり」をつくる＞

＜あるものを活かす～マイナスをプラスに＞

＜従来の役割を再考する・活かす＞

まとめ　～ワークショップの意見から～ 4

▶みんなの居久根って？…

▶モデル植樹のアイディア～はじめの一歩～
　①植える
　　・実生苗の移植　・生垣づくり
　　・シンボルツリー　・土づくり ( 入れ替え等）
　②つくる
　　・丸太でイスやベンチづくり
　③食べる（地元の食材で炊き出し　など）
　　・南蒲生のお米でおにぎり、野菜で鍋　など

30 年後の

「みんなの居久
根」って？

⇒

～

⇒

①「みんなの居久根」の考え方

②実践に向けて大切にしたいこと

③実践活動のアイディア



アンケート結果① 5

＜WSの感想＞

＜実践に向けての具体的なアイディア＞

■自由記述

＜印象に残ったこと＞

■モデル植樹や次回ワークショップにも参加したいですか？

初参加

前回参加者 28 名のうち半数の 14 名が参加！

12 名
女性女性
11名11 名
2回目
14 名

是非参加したい：8名

友達なども誘って参加したい：3名

なるべく参加したい：12 名

どちらともいえない：1名

無回答：2名

[参加回数　(N=26)]

[ 参加希望　(N=26)]

■参加者（26名）

20代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代

女性 居久根所有者男性



アンケート結果② 6

＜時間軸を考える＞ ＜地域との連携を考える＞

＜南蒲生をモデルに！＞

＜課題・問題＞

■自由記述
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